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(54)【発明の名称】 電子内視鏡

(57)【要約】
【課題】  シャフトの交換性に関して、構造的に且つ操
作的に、より簡単な構成とした電子内視鏡を提供する。
【解決手段】  ビデオ線路９を介して接続されたビデオ
カメラ５を遠位端に設けた管状シャフト１と、シャフト
を通過する光伝送繊維束４を介して光の供給を受けシャ
フトの遠位端から放射を行う照明装置と、シャフトの近
位端に設置され、シャフトを保持し、外部に設置された
映像処理装置23及び冷光源20に至るビデオ線路及び光伝
送繊維束を案内する連結ボデー14とを有する電子内視鏡
において、シャフト１の近位端が、ビデオ伝送カップリ
ングを形成するプラグボデー７とブッシュボデー19、及
び光供給カップリングを形成する光伝送繊維束４，４′
の端面を含む機械的カップリングを構成する雄ネジリン
グ10とネジスリーブ17を介して、連結ボデー14に着脱自
在に結合する。



(2) 特開２００１－８８８５

10

20

30

40

50

1
【特許請求の範囲】
【請求項１】  シャフトを通過するビデオ線路（９）を
介して接続されたビデオカメラ（５）を遠位端に設けた
管状シャフト（１）と、シャフトを通過する光供給線路
（４）を介して光の供給を受けシャフトの遠位端から放
射を行う照明装置（４）と、シャフトの近位端に設置さ
れ、シャフト（１）を保持し、主ボデー（14）から外部
に設置された映像処理装置（23）及び光供給装置（20）
に至る線路（９，９′，４，４′）を案内する主ボデー
（14）とを有する電子内視鏡において、シャフト（１）
の近位端が、ビデオ伝送カップリング（７、19）及び光
供給カップリング（４、４′）を含む機械的カップリン
グ（10，17）を介して、連結ボデー（14）として構成さ
れた主ボデーに着脱自在に結合されていることを特徴と
する電子内視鏡。
【請求項２】  照明装置が、光供給線路を形成し遠位端
で放射を行う光伝送繊維束（４）として構成されている
ことを特徴とする請求項１に係る電子内視鏡。
【請求項３】  光供給カップリングが、連結箇所におい
て向かい合って一直線に並べられる光伝送繊維束（４、
４′）の端面によって構成されていることを特徴とする
請求項２に係る電子内視鏡。
【請求項４】  機械的カップリング（11，16）が、空転
しないよう保持された状態に構成されていることを特徴
とする請求項１に係る電子内視鏡。
【請求項５】  ビデオ線路（９′）及び光供給線路
（４′）が、共通の接続ケーブル（12）で連結ボデー
（14）から引出されていることを特徴とする請求項１に
係る電子内視鏡。
【請求項６】  接続ケーブル（12）が、連結ボデー（1
4）からシャフト（１）の軸方向へ引出されていること
を特徴とする請求項５に係る電子内視鏡。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】この発明は、請求項１の前提
部に記載の電子内視鏡に関する。
【０００２】
【従来の技術】米国特許第４８５８００１号に記載の如
きこの種の公知の内視鏡の場合、シャフト及び主ボデー
は、相互に固定されている。シャフトを交換する場合、
例えば、異なるシャフト長さが必要であるため又はビデ
オカメラの視角の変更に基づきシャフト交換が望ましい
場合、装置全体を交換しなければならず、主ボデーから
映像処理装置及び光供給装置に至る線路を新たに敷設し
なければならない。
【０００３】日本実用新案実公昭５７－１５６８５１号
に記載の、光学式映像伝送系を有する異種の光学式内視
鏡の場合、映像伝送装置の光路及び光伝送繊維束として
構成された光供給路を相互に連結するカップリングによ
って、光学式映像伝送装置の部分を有するシャフトを主
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ボデーに交換可能に設けることが知られている。
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】しかしながら、上記構
成の光学式内視鏡の構造は、光路の正確な連結に際して
大きな問題を生ずる。本発明の課題は、冒頭に述べた種
類の電子内視鏡を、シャフトの交換性に関して、構造的
に且つ操作的に、より簡単な構成とすることにある。
【０００５】
【課題を解決するための手段】この課題は、請求項１の
特徴部の構成によって解決される。
【０００６】本発明に基づき、主ボデーは、単に、シャ
フトの近位端に機械的に結合でき、ビデオ線路及び光供
給線路のためのカップリングを有し、映像処理装置及び
光供給装置に至る線路の取出部を提供する簡単な連結ボ
デーとして構成されている。かくして、極めて簡単且つ
コンパクトで、本質的に単にケーブル端部をなす構造の
主ボデーが得られる。シャフトは、解離後、異なる長さ
又は異なる視線方向（真っすぐな視線又は斜めの視線）
を提供する他のシャフトと交換できる。体内で使用でき
る医療用内視鏡における部材のクリーニング及び殺菌に
関しても、解離可能な構成によって利点が得られる。な
ぜならば、手術部位と接触せず外部にある主ボデーは、
例えばオートクレーブによって別個に殺菌でき、体内に
導入されるシャフトの場合と必ずしも同一の綿密さで無
菌状態に保持する必要はないからである。
【０００７】照明装置は、例えば、シャフトの遠位端に
設けた発光ダイオードから構成できる。この場合、光伝
送線路は、電気線路である。かくして、シャフトと連結
ボデーとの間の結合に関して利点が得られる。しかしな
がら、請求項２の特徴も有利である。この構造は、内視
鏡の通常の利点を与える。光伝送繊維束を内部に含む標
準構造のシャフトが結果として生ずる。請求項３に係る
構成に基づき、光供給カップリングを簡単に構成できる
という利点が得られる。
【０００８】機械的カップリングは、回転カップリング
として構成できるが、請求項４に係る構成に基づき、空
転しないよう保持された状態に構成すれば有利である。
この場合、特に、差込ピンによって連結可能に構成でき
る電気線路の連結に関して利点が得られる。他方、回転
カップリングの場合は、例えば、電気的摺動接点又は光
学的信号線路として構成されたビデオ線路のための光学
的カップリングが必要である。
【０００９】ビデオ線路及び光供給線路は、連結ボデー
から別個に引出すことができる。しかしながら、請求項
５の構成に基づき、上記線路を共通の接続ケーブルによ
って引出すのが有利であり、かくして、作業部位の見通
し性に関して利点が得られる。この場合、請求項６の特
徴が有利である。接続ケーブルを軸線方向へ引出すこと
によって、内視鏡をその軸線のまわりに自由に回転でき
る。この回転操作は、視線が側方へ向くビデオカメラの
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場合、観察角度を変更するためにしばしば必要である。
【００１０】
【発明の実施の形態】次に、実施の形態について説明す
る。図１は、本発明に係る電子内視鏡の実施の形態を模
式的に示した図である。
【００１１】この図においては、窓３で遠位端を密閉し
たシャフトパイプ２を有するシャフト１を示している。
無菌性などの理由から内部スペースの密封があまり重視
されない場合には、窓３を除去することもできる。
【００１２】シャフトパイプ２の内部スペースには、遠
位端から窓３を介して観察部位に光を放射する光伝送繊
維束４がシャフトパイプ２に接するよう環状に設けてあ
る。光伝送繊維束４の内部には、シャフトパイプ２の遠
位端において、撮影レンズ６を有するビデオカメラ５が
固定されている。撮影レンズ６の視線は、図示の如く、
窓３を介して真っすぐ延ばすことができるが、他の実施
の形態に基づき、例えば、斜めに向くよう構成すること
もできる。
【００１３】光伝送繊維束４は、シャフトパイプ２の全
長にわたって延び、シャフトパイプ２の近位端で終わ
る。この場合、上記近位端は、同じく、窓（図示してな
い）によって密閉できる。光伝送繊維束４の内部には、
シャフトパイプ２の近位端において、シャフト１の全長
にわたって延びカメラ５から電気信号を伝送できるビデ
オ線路９の各心線に接続され、シャフト１の軸線方向へ
延びる電気接触ピン８を有するプラグボデー７が設けら
れている。
【００１４】シャフトパイプ２の近位端範囲には、雄ネ
ジリング10が固定されており、更に、鼻型突出部11がコ
ーナに固定されている。
【００１５】接続ケーブル12の一端には、ソケット13を
介して、連結ボデー14が固定されている。連結ボデー14
は、シャフトパイプ２の外径に適合するよう遠位端内径
を構成したパイプボデー15を有する。パイプボデー15
は、突出部11と空転しないように係合するためのスリッ
ト16を有する。
【００１６】パイプボデー15には、ネジリング10の雄ネ
ジに螺着される雌ネジを備えたネジスリーブ17が回転自
在に支持されている。この場合、ネジスリーブ17は、パ
イプボデー15の外側フランジ18と軸線方向において係合
するようになっている。
【００１７】上記の機械的カップリングを構成する各部
材10，17，11，16を螺着係合すると、シャフトパイプ２
に環状に設けた光伝送繊維束４の近位端は、パイプボデ
ー15に環状に固定され連結箇所から接続ケーブル12まで
統合状態で延びるように構成された後続の光伝送繊維束
４′に対向する。
【００１８】光伝送繊維束４′の環状端の内部には、プ
ラグボデー７の接触ピン８を受容するブシュ（破線で示
した）を備えたブシュボデー19が固定されている。図示*
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*の如くパイプボデー15から軸線方向へ延びる接続ケーブ
ル12の内部には、ビデオ線路の以降の部分９′が延びて
いる。
【００１９】図示の如く、外部に設置された冷光源20に
至り、冷光源20において、破線で示した如く、光伝送繊
維束４′は、反射鏡22を有するランプ21によって通常の
態様で照明される。
【００２０】ビデオ線路９′は、接続ケーブル12から分
岐し、電子映像信号の処理を行う映像処理装置23に接続
されている。図示の実施の形態によれば、映像処理装置
23には、映像ディスプレーのためのモニター24を設ける
ことができる。
【００２１】図示の実施の形態の変形例に基づき、連結
ボデー14は、光伝送繊維束４′及びビデオ線路９′の別
個の引出部を有するように構成できる。連結ボデー14
は、空間的に異なる態様で、例えば、人間工学的に把持
し易い形態に、例えば、ピストル銃把状部材及び側方へ
延びる接続ケーブル12を有するように構成することもで
きる。
【００２２】連結ボデー14とシャフト１との間の機械的
連結は、異なる態様で、例えば、バヨネット結合とし
て、又は構造的に異なるネジ結合として構成することが
できる。
【００２３】機械的カップリングは、回転自在に構成す
ることもできる。この場合、図示の如く光伝送繊維束
４，４′を環状に構成するのが有利である。なぜなら
ば、すべての回転位置において、ケーブルを結合できる
からである。他方、回転しないカップリングの場合、ケ
ーブルは、非回転対称に構成することもできる。回転可
能なカップリングの場合、異なる態様で、例えば、電気
スリップリングによって、ビデオ線路９，９′を結合し
なければならない。この場合、例えば、ビデオ線路を光
伝送ケーブルとして構成した場合は、ビデオ線路の光学
的カップリングを設けることもできる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明に係る電子内視鏡の実施の形態を、カッ
プリング部分を分離し、一部切断した状態で示す軸線方
向概略断面図である。
【符号の説明】
１  シャフト
２  シャフトパイプ
３  窓
４，４′  光伝送繊維束
５  ビデオカメラ
６  撮影レンズ
７  プラグボデー
８  電気接触ピン
９，９′  ビデオ線路
10  雄ネジリング
11  鼻型突出部
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12  接続ケーブル
13  ソケット
14  連結ボデー
15  パイプボデー
16  スリット
17  ネジスリーブ *
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*18  フランジ
19  ブッシュボデー
20  冷光源
21  ランプ
22  反射鏡
23  映像処理装置

【図１】
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